
記   
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平成 年 月 日  

使用材料承認願（品質証明書）  

謹啓、この度、下記工事に使用いたします材料について、弊社製品を納入数したく、書類を添  
付して申請いたしますので、御承認下さる様御願い申し上げます。  
なお、この製品は、建設省技術評価規程（昭和53年建設省告示第976号）第3条に基ずき、  
平成4年7月17日に建設省告示第1324号において公募した研究課題「河川護岸用吸出防止  
シートの開発」技術において評価［建技評第93225号］を受けた製品であり、下記の基準と晶  
卦規格を満足した製品であることを証明致します。  

敬具  

記  

ステラフェルトJ4－10  
一一一－－－－－－■■＝■■－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－一一－－－－－一一－－－－－－－－－一疇－－■■＝■－－－－－－－－－－－－■一■－－■●  

一■■■一●－－一一－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－一－－－－－－－－－－－－■■■■一■l  

1．製品名   

2．エ事名   

3．基本性能表  

項  目   評価基準   評価結果   
厚   さ   10mm以上   12. 6mmm 

開 孔 径   095／D自5≦1．0   0．11mm   

垂直方向透水性   10‾2（1／s）以上   2．26×10‾1   

引張強度   
1．Otf／m以上  縦 1498t〝m  
（縦・横方向共）  横 1．598t〝m   

化学的安定性  
70％以上130％以下   

（強度保持率）  
89～125   

耐候性  
（強度保持率）   

70％以上130％以下   91～101   

滑動に対する  静止摩擦係数 〟≧0．5又は  ブロックとシート 〟＝0 63  
安全性   1：2法勾配で滑勤しないこと  土とシート   〟＝0．89  

・
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ヰ．吸出防止材の品質及び規格  

試験項目   内 容  単 位   規格値   討∴験 方 法   

密 度  g／cm3   0．12以上   JIS L3204準拠   

圧縮率  ％   12 以下   JIS L3204準拠   

引弓最強さ  KN／m   10 以上   JIS L3204準拠   

伸び率  ％   50 以上   JIS L3204準拠   

耐薬品性  不溶解分  ％   90 以上   JIS L3204準拠   

透水係数  cm／sec   0．01以上   JIS L3204準拠   

（透水性）  （1／＄）   （0．01以上）   

鼓品質管理  

吸出防止材の品質・規格は、次の品質管理を行なっています。  

（》社内による品質管理  
製品の生産過程において、3日に1回の割合で実施  

（塾公的機関による品質管理  
製品の生産過程において、20，000ポlこ1回の割合で実施  

以上   





3．9 試験結果一覧  
表3．14にこれまで実施した試験結果に併せてデータの一覧表を示す。  

表3．14 データー覧表  

製品名：ステラフェルトJ4   

厚  さ   12．6 m皿  単位重量  1671gr／m2   

1）開孔径  0．11  2）透水係数  2．Z8×10‾1   
（皿m）   （cm／s）  

3）紬摘帽農  長期的に十分な透水性を有していると認められる。   

鮮（1％／皿in）   1．498   縦（1％／miIl）  86  
4）引張強度  破断時の  

（tf／m）  伸び歪み  78  
（％）  

20％／min  1．565  20％／皿i皿  88   

衝撃強度   9．10（kgr／cm2）  引裂強度   縦44．8（kgf）    検53．9（kgf）   

条 件   試 験 液  没頭時間（hr）  
250  500   75D  1000＿  

イ）姦留水  100  100   116  125  
ロ）靴ナ川ウム3相続  113   112  117  

一鱒如  89   的  
5）化学的  ニ）掴化ナ川ウム0．1摘液  102  121   118  
安定性  春）珠竜  0．1蛸液  94  98   101  
（鮎僻事％）  へ）鯛  0．1増資  116  107   107  

イ）朝憲  100 10Cl   116  125  
基本強度  ロ）靴ナ川ウム3摘液  113  112  117  
1．994tf／m  80   78  g7  

ニ）水靴ナト叩ム10痛蘇  52  49   48  
ホ）踊   10硝許  55  55   72  
へ）餉   10絹液  55   55   

耐 侯 性  暴露時間（br）   100  200  400   1000   （2000）  
強度保持率（％）   g8  川1  91 

8）▲燃焼蛙   JIS試験  炭化距離  5  （c皿）  

現地試験  難燃性を確認した   

7）摩擦係数   旺ト 〟＝0・89 。ロ削小  〟＝ 0．63   

8）均質性   製品として満足すべき均質性を有している  
′   

9）施工性   従来品同様、ブロック設置状況は良好である。   

10）経済性   経済性は優れていると認められる。   

－51－   



平成  年  月  日  

使用材料承認靡いにおける資料の添付について   

標記の件について、建設技術評価規程第3条に基づき、平成4年7月17日に建設省告  

示第1324号において公募した研究課題のうち、「河川護岸用吸い出し防止シートの開  

発」に応募し、評価書を取得した弊社ステラフェルト（製品名：J4－10）の「社内検  

査成廣表」及び公的機関における「試験成唐証明書」を使用材料承認願いに添付いたしま  

す。   

通常の生産において3日に一回の割合で検査したものが「社内検査成唐表」であり、2  

0，000Id以内に一回の割合で行った公的機関による試験鹿果が「試験成漬証明書」で  

す。   

なお、添付した資料に記載された製造番号の製品が納入されるというものではありませ  

んのでご了承下さい。  

以上   



⑳  
′一一一一  

NO  
i  
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l  

試 験成 績 表  
〒163－0023  

品名   ステラフェルト  

規 ∵絡  J4－10  

製造番号：  90127K  

試験内容：  品質確認試験  

公的試験番号：  CK－88806  

試験項目  単位   規格値   試験詰果   試験方法  

厚さ  m皿   10以上   10．2   

密度  g／cm3   0．12以上   0．13  

圧縮率  ％   12以下   9．8  

KN／m  10以上  14．2  

タテ  
如血）  （1．0以上）  （1．4）  

引張強さ  
KN／m  10以上  11．8  

ヨコ  JISL3204準拠  
（鴫／m）  （1．0以上）  （1．2）  

タテ   ％   50以上   112  

伸び  
ヨ＝r   ％   50以上   103  

耐薬品性  不溶分  ％   90以上   99．1  

透水係数  cm／sec   0．01以上   7．72×10‾2  l  ＼  

垂直方向透水性  1／sec  0．01以上   7．56×10→≧  
＼  

備考  
1  

社内による品質管理として、製品の生産過程において、3日に1回以上の割合で実施  



本報告書の全部又は一部の無断  
転載転用を固くお断りします。  JST‖F  

m CE・8き娼06  

（完）  

試験報告書  

依頼者  日建工学 株式会社 殿  
品  名  ステラフェルトJ4・10 LOTNo．90127k  
試験項目  厚さ 他   

1点  

加  

〒550－0002大阪市西区江戸  

平成21年 2月 2日付で当所に提乱  
された試料の試験結果は下記のとおりです  

平成21年 2月 9日  
財団法人 日本化学  

大阪事業所  
Tbl（06）－β441・0815 Fax（06）・¢441・2420  

試験項目  試験結果   試琴方法   

厚さ（mm）  10．1   JIS L 3204 

圧縮率（％）  9   JIS L 3204 

密度（g／em3）  0．14   JIS L 3204 

引張強さ   たて   133   JIS L 3204 
．（N／em寧）   ・よこ   121   引輩速度：20en／Ⅱ止血  

．伸び率   たて   104   つかみ間隔巨10cm  

（％）   よこ   94・5   試験片幅：5cm   

引張畢さ   たて   13．5   5en幅の試験磨果を20倍して算出   
（kN／m）・・一  ・．よこ．   12．2   した   

耐薬品性   不溶分（％）   99．3   JISI．3204   

透水係数（cm／s）  6．52×10‾2   JIS L 3204 

垂直方向透水性αs）  6．46×10‾2   
JISI．3204準用  

透水係数×1／厚さにより算出した   

試 料  

以  上  

本報告暮に記載の軸結果は供試々料に対するものであり、荷口（ロット）全体の品質を報告するものではありません。  
事業所朱印のない報青書については、当会は一切責任を負いかねますので、念のため申し添えます。   
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中山1184番地ほか  採取地  

告 書  

（材料試験）  

平成21年8月  

株 式 会 社 大 木 工  

千鉱エンジニアリング株   



○調査概要  

（1）施 工 者：株式会社 大木工務店  

（2）試 験 名：砂利採取事業  

（3）採 取 地：山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか  

（4）試験内容：土粒子の密度試験（JIS A1202）  

土の含水比試験（JIS A1203）  

土の粒度試験（JIS A1204）  

突囲めた土の締固め試験（A－b法）（JIS A1210）  

突固めた土の締固め試験（E－b法）（JIS A1210）  

C B R試験（JIS A1211）  

修正C B R試験（JIS A1211）  

締固めた土のコーン指数試験（JIS A1228）  

（5）試 験 者：千鉱エンジニアリング株式会社  

〒260－0013  

千葉市中央区中央4－12－12  

TEL O43－224－5367（代）  

FAX O43－225－2573   



（い   

＃粒分＜5％   

砂 分く5％  

（G－S）   

細粒分く8％   

5％≦砂 分＜15％  

細粒分まじり■  （¢－F）   

5％≦細粒分＜15％   

砂 分く8％  

■                砂まじり礫                  ■粒分砂まじり礫 （G－FS）   

5％≦細粒分＜15％  

15％≦砂 分く15％  

■  iい   

砂分＜16％  

（GS）   

15％≦砂 分  

砂賞■        縄拉分く8％   納粗分まじり砂↑＃（GS－F）   

59i≦細杜分く15％ 15％≦砂   分  

砂 ヰ  tGS1  
15％≦砂分  

細粒分質繍  （GF）   
川％≦縄粒分   

砂 分く8％  

砂まじり＃粧分質磯（GF－S）  

16％≦＃粒分   

5％≦砂 分くIS％  

■数分質砂質＃  （GFS）  

15％≦細説分  

15％≦砂 分   

ホ 分く6％  磯まじり砂  （S－G）   
＃性分く6％   

6％≦洪 分く16％  

鳥杜分まじり砂  （S－F）   

5％≦細粒分く15％   

儀 分く占％  

細粒分礫まじり砂 （S－FG）   

5％≦細粒分＜15％   

5％≦礫 分＜15％  

■甘砂  （SG）   

知♯分く5％  

15％≦礫 分  

細粒分まじり礫ー砂（S8－F）   

8％≦細粒分く15％  

16％≦■ 分  

＃賞砂  IsGI  

16％≦凛分  

細粒分賃砂  【sF）  
15％≦細粒分   

礫 分＜6％  

礫まじり細粒分甘砂（SIl－G）  

15％≦細粒分   

5％≦■ 分＜15％  

慮拉分平淡質砂  （5FG）  

15％≦細犠分  

1t；％≦磯 分  

・■・［ シルト（髄液世職界）  

シルト（布練性限界）  鮎 
【c8】Ⅰ‡挙国上で分都  

塵性同上で分類   
機才土  ［0】一有機質土  

kパだ曽  

｛c】｛ 

・士ミミ∴言 
… 
i ． （OY）  

一一－－ 
i 

・・ト；二 、  

■l■十 F■   

細粒分≧  

」火山灰f粘性土 ［Y］－火山灰質粘性土  
地質的背景   

蔦有≠質土P・一高有機質土 【pt】－ホ有機質土  
有機物を多く含むもの  
人工材料山一人工材料［A｝｛…≡≡  

・［ －  

廃棄物  
改良土  

（b）主に細赴土の工学的分動体欄   

土質材料の工学的分類体系   



表1 土質区分基準   

コーン  土質材料の工学的分針・り  備考嘲  
区分  細区分嘲・〇），4）  ；  

（国土交通省令）瑚  ．  中分類   
含水比  

kN／mZ  
大分類  

土質l記号1   
（地山）  振削方法  
≠（％）  

第1種建設発生土  耕土   礫（G）  

砂礫†鎚）  

〔 

ら 砂質土   砂†sI  

新砂1sGl  
〕  第1種  人工材料   改良土†Il  ＊排水に考慮  

するが、降  
第2程建設発生土   第払種   礫質土   細粒分まじり礫（GF）  水、浸出地  

砂質土   細粒分まじり砂fsF）  
下水等によ  
り含水比が  

800 以上         第2b種          第2種改良土  人工材料   改良土†Ⅰ）  増加すると  

第3種建設発生土   第3a穫   用土   細粒分まじり砂（Sp）  
予想される  
場合は、1  

400  粘性土   シルト（岨、粘土（C）．  40％程度  ランク下の  
以上  区分とす  

第3b種  人工材料   改良土（Ⅰ）  
る。  

第4種建設発生土  第4a種   砂質土   細粒分まじり砂（SF）  ＊水中掘削等  

粘性土   による場合  
200  は、2ランク  

第4b穫  以上  火山灰賃粘性土  火山灰質粘性土†Ⅴ）  
粘性土及びこれ に準ずるもの ゝ（第3種発生土を 除く）  

下の区分と  

有機質土   有機質士Io）   40～80％程度  する。  

第4種改良土  人工材料   改良土（Ⅰ）  

泥土a   砂質土   細粒分まじり砂（SF）  

粘性土   シルトⅠめ、粘土（C）  約％程度以上  
泥ニビ1）・め  泥土b  

200 未満                     火山灰質粘性土  火山灰質粘性土（Ⅴ）  

有機質土   有機質土†0）   80％程度以上  

泥土c  高有機質土   高有機質土‡pt）  

＊1）国道交通省令（建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に関する判断の基準となるべき事項を定める省令 平成13年3   

月29日 国交令59、建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る再生資源の利用の促進に関する判断の基準となるべき事   
項を定める省令 平成13年3月29日 国交令御）においては区分として第1～4種建桝生土が規定されている。  

＊2）この土質区分基準は工学的判断に基づく基準であり、発生土が産業廃棄物であるか否かを決めるものではない。  
＊3）表中の第1種～第4種改良土は、土（泥土を含む）にセメントや石灰を混合し、化学的安定処理したものである。例えさ舗3   
種改良土臥第4種建設発生土または泥土を安定処理し、コーン指数劇0刷疋以上の性状に改良したものである。  

＊4）含水比低下、粒度調整などの物理的な処理や高分子系や無機材料による水分の土中への固定を主目的とした改良材による土質   
改良を行った場合には、改良土に分類されないため、処理後の性状に応じて改良土以外の細区分に分類する。  

＊5）所定の方法でモールドに締め固めた試料に対し、コーンペネトロメーターで測定したコーン滞数。  
＊6）計画段階（掘削前）において発生土の区分を行う必要があり、コーン指数を求めるために必要な試料を得られない境合には、   
土質材料の工学的分類体系（（社牒盤工学会）と備考欄の含水比価山）、掘削方法から概略の区分を選達し、据削後所定の方   
法でコーン指数を測定して発生土の区分を決定する。  

＊7）土質材料の工学的分類体系における最大粒径は75皿と定められているが、それ以上の粒径を含むものについても本基準を参照  
して区分し、適切に利用する。  

嶋）砂及び礫と同等の品質が確保できているもの。  
＊9）・港湾、河川のしゆんせつに伴って生ずる土砂その他これに類するものは廃棄物処理法の対象となる廃棄物ではない。（廃棄物  
の処理及び清掃に関する法律の施行について 昭和46年10月16日 環整胡 厚生省通知）  
・地山の掘削により生じる掘削物は土砂であり、土砂は廃棄物処理法の対象外である（建設工事等から生じる廃棄物の適正処理  
について 平成13年6月1日 環廃産276 環射通知）  
・建設汚泥に該当するものについては、廃棄物処理法に定められた手続きにより利用が可能となる。   



表－2 適用用途標準   

工作物の埋戻し   土木構造物の裏込め  道路用盛土  
路床  路体  

課  留意事項  荏  留意事項  荏  留意事項  荏  留意事項   

第1種  
建設発生土   最大粒径注意  ◎   最大粒径注意  ◎   最大粒径注意 

第1穫  ◎  最大粒径注意  ◎  粒度分布注意  粒慶分布注意  粒度分布注意  
匿iこ欝誓言司    粒度分布注意  

第1種 改良土  ◎  最大粒径注意  ◎  最大粒径注意  ◎  最大粒径注意  ◎  最大粒径注意   

第2租  
建設発生土   最大粒径注意  

第2a種  ◎   細粒分含有率注意  ◎  最大粒径注意 細粒分含有率注意  ◎  最大粒径注意  ◎  最大粒径注意  

第2b種  ◎  細粒分含有率注意  ◎  細粒分含有率注意  ◎  （◎  

第2種   ◎  
改良土  ◎  ◎  ◎  

第3種 建設発生土  第3a種  ○  ○  ○  施工機械の  
◎   選定注意  

○  ○  施工機械の  
◎   選定注意  

○  ○  施工機械の  
第3b種  ○                  第3種 改良土  ○  ◎   選定注意   

第4薇   
建設発生土  ○  ○  ○  

△  △  ○  
．′ 彗‘等一   

第4種   △  

改良土  △  △  ○  

泥土a  △  △  △  ○  

泥 土  

泥土b  △  △  △  △  

泥土c  〉く  ×  ×  △  

河 川 築 堤  土 地 達 成  
高規格堤防  一般堤防  宅地造成  公国・緑地造成  

水面埋立  

帯  留意事項  耳  留意事項  荏  留意事項  田  十留意事項  荏  留意事項   

第1種  最大粒径注意  
建設発生土  最大粒径注意  

第1穫  ◎   礫渡入率注意 透水性注意  
◎   礫混入率注意  
表層利用注意   

匿溜誓言司         表層利用注意   
第1種 土  ◎   

最大粒径注意  
改良  透水性注意  ◎   操混入率注意  

表層利用注意   表層利用注意   

弟2穂  最大粒径注意  
建設発生土   最大粒径注意  

表層利用注意   
透水性注意   表層利用注意   

第2a種  ◎   礫混入率注意 透水性注意   ◎  最大粒径注意   ◎   礫混入率注意   ◎  表層利用注意  ◎     第2b種  ◎    ◎    ◎    ◎    ◎   粒度分布注意  

第2種 土  ◎  表層利用注意  ◎  改良  ◎  表層利用注意  ◎  表層利用注意  ◎  水域利用注意   

施工横根の   
第 3 種  第3a種  ◎  施工機械の  ◎  施工娩械の  ◎  選定注意  選定注意  ◎  施工機械の  ◎  粒度分布注意   

第3b穫  ◎  施工機械の 選定注意   

施工機杖の  
◎  施工機械の 選定注意  ◎  選定注意   ◎  施工機械の ≡選定注意  ◎  

表層利用注意  

第3種 改良土  ◎  表層利用注意 施工機械の 選定注意  ◎  施工機械の 選定注意  ◎   施工槻城の 選定注意  ◎麿欝 l選定注意   ◎  水域利用乾   

第4種   建設発生土  ○  ○  ○  ◎  粒度分布注意  

芦■．亡一で，．   
○  ○  ○垂  ◎  

第4種   （⊃  

改良土  ○  ○  ○至  ◎  淡水域利用注意   

泥土a  ○  ○  ○  u ○‡  ○  

泥 土  泥土b  △  △  △  △毒  ○  

泥土c  ×  〉（  ×  △！  △  

凡例 〔評価〕  
◎：そのままで使用が可能なもの。留意事項に使用時の注意事項を示した。  
○：適切な土質改良（含水比低下、粒度調整、機能付加・補強、安定処理等）を行えば使用可能なもの。  
△：評価が○のものと比較して、土質改良にコスト及び時間がより必要なもの。  
×：良質土との混合などを行わない限り土質改良行っても使用が不適なもの。  

控 

質改良の定義  
水比低下：水切り、天日乾燥、水位低下掘削等を用いて、含水比の低下を回ることにより利用可能となるもの。  
度調整：利用場所や目的によっては細粒分あるいは粗粒分の付加やふるい選別を行うことで利用可能となるもの。  
縫付加：補強・開化材、水や軽量材等を混合することにより発生土に流動性、軽量性などの付加価値を付けることや、  
強材等による発生その補強を行うことにより利用可能となるもの。  

定処理等：セメントや石灰による化学的安定処理や高分子系や無機材料による水分の土中への国定を主目的とした改良材  
よる土質改良を行うことにより利用可能となるもの。  

〔留意事項〕  
最大粒径注意：利用用途先の材料の最大粒径、または1層の仕上り厚さが規定されているもの。  
細粒分含有率注意：利用用途先の材料の細粒分含有率の範囲が頒虐されているもの。  
礫混入率注意：利用用途先の材料の操混入率が規定されているもの。  
粒度分布注意：液状化や士粒子の流出などの点で問題があり、利用場所や目的によっては粒度分布に注意を要  
するもの。  
透水性注意：透水性が高いため、難透水性が要求される部位への利用は適さないもの。  
表層利用注意：表面への露出などで植生や築造等に影響を及ぼす恐れのあるもの。  
施工機械の選定注意：過転庄などの点で問題があるため、締固め等の施工機械の接地圧に注意を要するヰ、の  
淡水域利用注意：淡水域に利用する場合、水域のpⅡが上昇する可能性があり、注腺を要するもの。   

出 典；『建設発生土利用技術マニュアル』土木研究所 編著   



調査件名  砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか） 整理年月日  平成21年8月13日  

整理担当者  松崎英之  

試 料 番 号  
（深  さ）  

湿潤密度 p′ g／em3  

乾燥密 度 pdg／cln3  

土粒子の密度 β∫g／c血さ   2．625  

自然含水比 ルカ ％   20．2  

般                                                                     ＝別■■眠     ′  

飽 和 度ふ  ％  

石 分（75mm以上）％  

礫 分1）（2～75mm）％   0  

粒  86  

幼レト分1）（○，005－0．075血）％   10  

粘土分1）ゎ∞5舶来満）％   4  

最 大 粒径  mm   4．75  

虔  6．42  

曲 率係数 巧’   2．51  

㌣  ン’  
ス テ  
：／  

シ   

司 荏   
分  
分類名   

細粒分まじり砂  

類   
締  A－b   E－b  

固  1．526   1，654  

め   20．8   19．1  

試 験 方 法   締固めた土  
C  －0．004  

用後含水比紺2  ％   19．95  
B  

平均CB：R  ％   15．8  

R  90％修正CI】R  ％   11．4  

95％修正CBR  ％   16．3  

＝ユ  

】   ン  
指 数   

分類名（中分類）   砂（Sl  

建設発生土区分   第1種  

特記事項  1）石分を除いた75mm未満の土質榊  

に対する百分率で表す。  

［1旭／皿2≒0．0102kgf／cm2二   



調査件名  砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか） 試験年月日  平成21年7月24日  

試 験 者  小林由布子  

試 料 番 号（探 さ）  

ピ ク ノ メ ー タ ー m  28   29   30  

（試料＋蒸留かビタノメーター）の質量 椚ム g  181．402   193．148   191．445  

勒をはかったときの内容物の温度γ ℃  22   22   22  

r℃における蒸留水の密度β丸印g／cm3     0．9978   0．9978   0．9978  

きの  
（蒸留水＋ビクノメ＿ク  g   167．055   179．132   179．360  

容   器   Nn   28   29   30  

試 料 の                           （炉乾綾試料＋容鴇）質t g   83．384   90．738   105．541  

容 器 質 量 g   60．239   68．128   炉乾煉質量              86．040  
椚g  g   23．145   22．610   19．501  

土 粒 子 の 密 度  β5 g／c㌔  2．625   2．625   2．624  

平  均  値  p∫ g／c㌔  2．625  

試 料 番 号（深 さ）  

ビ タ ノ メ ー タ ー ぬ  

（拭寧巨蒸留水＋ビタノメーター）の質土 刑b g  

，鞄をはかったときの内容物の温度 r ℃  

r℃における蒸留水の密度βひ（ng／cmユ  

（獅水．ビクノ ㌍≡㌔妄呈きの 鵜g  

容   器   m  

試料の  

容 器 質 量 g  炉乾燥質量  
桝∫  g  

土 粒 子 の 密 度  β5 g／cmユ  

平  均  値  p5 g／cn㌔  

試 料 番 号（深 さ）  

ピ タ ノ メ ー タ ー m  

問料十蒸留水＋ビタノメーター）の質量 削あ g  

椚占をはかったときの内容物の温度 r ℃  

γ℃における蒸留水の密度恥（刀g／c山ユ  

きの  
（慕留水  深㌍㌍；妄呈 椚ごg  

容   籍   N乱  

試料の  

容器質量g  炉乾燥質量  
桝∫  g  

土 粒 子 の 密 度  pj g／cm3  

平  均  値  β5 g／c㌔  

特記事項  
1）ピクノメーターの検定法黒から求めるく  

βwの   
桝∫＋（剖。一班あ）  



調査件名  砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか） 試験年月日  平成21年7月22日  

試 験 者  野田保美  

試料番号（深さ）  

容 器 ‰   885   848   889  

桝〃   g   420．70   396．50   380．10  

J兜ゐ   g   370．70   353．10   337．60  

桝亡   g   129．60   131．30   128．00  

W  ％   20．7  20．皇  

平均イ直祝 ％   20．2  

特 吉巳 事 項  

試料番号（深さ）  

容：暑碧】‰  

加ロ   g  

桝古   g  

朔亡   g  

抑  ％  

平均値柑 ％  

稗 貫巳 事 項  

∈．  

試料番号（深さ）  

容 器 N仇  

椚β   g  

別わ   g  

離亡  g  
≠  ％  

平均値W ％  

特 冒己 事 項  

試料番号（探さ）  

容：暑き】‰  

桝α   g  

肌わ   g  

∽亡  g  
W  ％  

平均値畑 ％  

特 記 事 項  

試料番号（深さ）  

容 器 m  

甥β   g  

桝∂   g  

桝r   g  

W  ％  

平均値棚 ％  

特 記 事】冥  

，Iち ‾ク滑ゐ  ×100 桝．：（試料＋容器）質土  
鍋か：（炉乾燥試料＋容器〉 質j  
m。：容器質量   

鞠 ‾ 郡√  



調査件名  砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日  平成21年7月23日  

試 験 者  野田保美  

試料番号  試料番号  
（深さ）  （深  さ）  

粒径mm  通過質量百分率％  粒径mm  通過粗百分率D  粗  礫  分  ％   0  

75  75  中  礫  分  ％   0  

53  53  ％   0  ふ  
37．5  37．5  粗  砂  分  ％   0  

26．5  26．5  ％   36  る  
19  19  細  砂  分  ％   50  

9．5  9．5  シ ル ト 分  ％   10  い  
4．75   100．0   4．75  粘  土  分  ％   4  

2   99．9   2  2mmふるい通過質量百分率 ％   100  分  
0．850   99．6   0．850  425J上mふるい嬬娼靡ヨ拒分率 ％   93  

0．425   93．2   0．425  75′上mふるい通過質量百分率 ％   14  

析  0．250   63．7   0．250  最 大 粒 径  mm   4．75  

0．106   15．9   0．106  60 ％ 粒 径 晶 mm   0．237  

0．075   14．3   0．075  50 ％ 粒二 ＝径」払o TⅧ   0．204  

0．0566   12．5  30 ％ 粒 径 β封 mm   0．148  

0．0402   10．4  10 ％ 粒 径 β1。mm   0．0369  沈  
0．0256   8．4  均 等 係 数 こ㌔   6．42  

0．0149   6．3  2．51  降  
0．0105   5．3  土粒子の密度 p占 g／m3   2．625  

分  0．0075   4．3  使用した分散剤  ヘキサメタリン  
0．0037   3．3  

酸ナトリウム  
溶液濃度、溶液添加量  析  

0．0015   2．3  

0▼01  

0．∝6  0．075  

0．1  1．0  

粒  餐  （mm）  
0．蜘  8．850  

粘  土  細 砂  シ ／レ  ト  中 砂  中 礫  租 礫  
特記事項   



調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか） 試験年月日   平成21年7月27日  

試 験 者  小川良紀  

試料番号  
（深 さ）  

石  分（75mm以上）   ％  

礫  分（2～75mm）  ％   0  

砂  分（0．075～2m）  ％   86  

細粒分（0．075m皿未満） ％   14  

シルト分（0．005～0．075皿）％   10  

粘土分（0．005mm未満） ％   4  

最 大 粒 径  mm   4．75  

均 等 係 数 坊   8．42  

液 性 限 界 棚L  

塑 性 限 界 紺p ％  

塑 性 指 数Jp ％  

地盤材料の分類名   細粒分まじり砂  

分 類 記 号   （S－F）  

（b）粗粒土の小分類および細粒土の  

細区分用三角座榛  

特記事項1）主に観察と塑性図で判別分類   

（％）  



調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日   平成21年7月24日   

試料番号（深さ）  試 験 者   八幡誠  

A－b   土 質 名 称  細粒分まじり砂   

試料の準備方法    乾燥法，＝蓉＝潤＝⇒皇：  ランマー質量 kg   2．5  モ  

試料の使用方法    輪島非繰返し法  落 下高 さ Cm   30  】  12 73   

含 試料分取後紺8 ％    0  20．2   宍固め回数回／膚   25  ル  1000   

比 乾燥処理後甜1％    0   突固め層数 層  ド  
測  定 I軋  1   2  3  4   

僻料＋モールトつ質量刑22）g  2983   3209  3397  3455   

湿 潤 密 度pIg／Cm  1．387   1．613  1．801  1．859   

平均含水比 棚 ％  6．5   12．7  18，6  

乾 燥 密 度βdg／Qn  1，303   1．431  1．518  1．492   

容 器 恥   817   801  827  821  

椚〃  g   341．9   379．5  384．5  439 5  含  
〝lゐ  g   329．0   351．1  344．7  3782  

刑。  g   128．8   127．4  131．7  12臥4  

W  

水  
％   6．4   12．7  1臥7  24．5  

容  器 m   835   823  847  857  

肌8  g   326．4   386，9  376．8  428 8  

g   314．2   358．1  338．3  3690  
比                                                                                                                                     椚b  

加c  g   127．1   131．0  131．3  1260  

甜  ％   6．5   12．7  18．6  24．6   

測  定  m  5   6  7  8   

（試料＋㌣ルトつ質士別22）g  3423   3364  

湿潤密 度p′g／cm  1．827   1．768  

平均含水比 甜 ％  30．1   36．2  

乾 燥 密 度pdg／m  1．404   1．298  

容 器 Ik  815  811  

，乃〃  g  448．0  412．4  含  
椚∂  g  373．8   337．5  

桝‘ g  128．9   131．1  

水  
W  ％  30．3   36．3  

容  器 m  843   851  

肌‘  g  432．4   432．0  

比  弼ゐ  g  363．1   350．7  

加‘  g  131．2   125．7  

29．9  

特記事項  1）内密15cmのモールドの場合はスペー  

サーディスクの高さを差引く。  
2）モールドの質土は底板を含む。  

功  
1十甜／100   



調査件名  砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日  平成21年7月24日   

試料番号（深さ）  試 験 者  八幡誠  

A－b  土 質 名 称  細粒分まじり砂   

試料の準備方法   乾燥法，尋き＝科⇒象   ランマー質圭 kg  2．5  土粒子の密度β5 g／00㌔   2．625   

試料の使用方法   軸非繰返し法   落 下 高 さ Cm  30  試料調整前の最大粒径mm  4．75   

試料分取壊甜。％   20．2  突固め回数 回／層  25   内径 cm   10．00  含水比             モールド  
乾燥処理後跡1％  突固め層数 層  3  高さ1）cm   12．73   

測  定  m  1   2   3   4   5   6   7   8   

平均含水比 仰 ％  6．5   12．7   18．6   24．6   30．1   36．2  

1．303   1．431   1．518   1．492   1．404   1．298  

5．0  15．0  25．0  35．0  

含 水 比 W （％）  

45．0  55．0  65  

特記事項  1）内雀15¢mのモールドの掛合はスペ   

ーサーディスクの高さを差引く。   

ゼロ空気間隙曲線の計算式  

Pd5at＝  
旬／p∫＋w／100   



調査件名  砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日  平成21年7月27日   

試料番号（深さ）  試 験 者   八幡誠  

E－b   土 質 名 称  細粒分まじり砂   

試料の準備方法   乾換法，＝義巨潤＝＝違＝  ランマー質量 kg   4．5  モ  

試料の使用方法   軸非繰返し法  落 下高 さ cm   45  
l  12．50   

含   20．2   突固め回数回／屈   92  四  水  2209  

比   突固め届数 層   3  ド  

測  定  m  1   2  3  4   

（試料十トルトつ質量桝22）g  8001   8435  8775  8964   

湿 潤 密 度p‘g／cm  1．558   1．754  1．908  1．994   

平均含水比 W ％  6．4   11．6  16．3  21．3   

乾 燥密 度勒g／m  1．464   1．572  1．641  1．644   

容 器；：‰   865   873  830  862  

，搾α  g   395．2   364．3  346．8  395．9  

桝ふ  g   379．1   339．6  316．7  349．5  

椚c  g   126．2   131．2  131．0  129．9  

紺  
水  

％   6．4   11．9  16．2  21．1  

容 器 恥．   868   891  852  874  

刑d  g   422．5   389．5  412．9  430．3  

g   404．6   362．9  373．4  376．7  比                                                                                                                          刀官あ  
椚亡  g   124．6   128．5  132．0  126．2  

甜  ％   6．4   11．3  16．4  21．4   

測  定  m  5   6  7  8   

（試料＋モールり質量朔22）g  8852   8723  

湿 潤 密 度向g／Cm  1．943   1．885  

平均含水比 紺 ％  26．2   30．7  

乾 煉 密 度pdg／血  1．540   1．442  

容 器 m   871   838  

〝l〃  g   478．9   508．5  含  
，乃占  g   406．4   419．8  

桝亡  g   129．7   130．9  

甜  
水  

％   26．2   30．7  

容 器 恥   893   897  

肌d  g   484．6   504．1  

g   410．8   416．4  比                                                                                                                            肌ゐ  
130．4  

甜  ％   26．1  

特記事項  1）内径15。mのモールドの場合はスペー  

サーディスクの高さを差引く．  

2）モールドの質量は底板を含む。  

和  
PJ＝   

1十紺／100   



調査件名  砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日  平成21年7月27日   

試料番号（探さ）  試 験 者   八幡戟  

試験方法  土 質 名 称  細粒分まじり砂  

試料の準備方法                   ランマー質量 kg  4．5  

試料の使用方法   鱒表象非繰返し法   落 下 高 さ m  45  試料調整前の最大粒径mm  

試料分取後紺。％   20．2  突崗め回数 回／届  92   含水比  内径 m   15．00  モールド  
乾燥処理後甜1％  突固め屑数 届  3  高さ1）cm   12．50   

測  定  恥．  1   2   3   4   5   6   7   8   

平均含水比 抑 ％  6．4   11．6   16．3  21．3   26．2   30．7  

1．464  1．641  1．540   1．442  

6・0  10・0  14・0  18．0  22．0  26．0  30．0  34  

含 水 比  紺 （％）  

特記事項  1）内径15cIコのモールドの場合はスペ   

ーサーディスクの高さを差引く。  

ゼロ空気間隙曲線の計算式  
β紺  

pdsat＝   
p甜／侮＋抑／100   
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調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日 平成2挿8月7日   

試料番号（深さ）  試 験 者 長谷川 和也  

突 固 め 方 法  設計CBR   落 下 高 さ  c】Ⅶ．  45   自然含水比 肌 ％  

試l準備方法   ：＃乾性空気乾燥法   兵 固 め 回 数  回／屈  67   最適含水比 u右研 ％  

空気粗糖水比 ％      乗 回 め 層 教   層    3  最大乾触虔 p－ 準  ．g／clⅡ）  

備 掛声製後含水地肌％  内 径 cm   15   荷重板質土  kg  5  モールド  
高 さ1’。m   12．5  モールド容量 r  cml  

供  試  体  Ⅳ0．  
2  

容   器   No．  424  426   412   414  

含  机－  g  59．54  68．31   64．90   61．50  

ml  g  52．38  59．46   56．51   53．77  水  
m■  14．57  g  14．56   14．79   15．04  

比  ひ．  ％  18．9  19．7   20．1   20．0  

平 均 値 ひ．  ％  19．3  20．1  

（試料＋モールド）質量mご g  8788  8366  

鹿  4636  4246  

湿 潤 密 度 plg／cm3  1．880  度  
乾 燥 密 度 p。g／c爪l  1．576  1．553  

水浸時間 h   時  刻  変位計の読み  膨至猥量】Ⅶ   変位計の読み  膨弓長量 mm  変位計の読み   膨増医王m  

0  
0   0．000  0   0．000  

吸  
0   0．000  0   0 000  

2  
0   0．000  －0 010  

水  4  
0   0．000  －0 010  

8  
0   0．000  －0．010  

膨  24  
0   0．000  －0．010  

48  0．010  －2   －0．020  

張  72  0．010  －2   －0 020  

96  0．010  －2   －0．020  

試  8898  8480  

膨  張  比 ∫． ％  0．008  －0．016  

験  1．929  1．917  

乾 燥 密 度 pJg／c血】  1．576  1．553  

平 均 含 水 比 ひ′ ％  22．4  23，4  

特記事項  
1）スペーサーディスクの高さを差引く。   

2）モールドの質量は有孔底板を含む。  

供試体の膨張t（皿）  
供託体の最初の高さ（125m皿）  

汀h 一肌l  

r（1＋∫．／100）  

βd  

砂′＝－1）×100   



調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日 平成21年8月11日   

試料番号（深さ）  試 験 者 長谷川 和也  

試  験  条  件     水蓮㌧ ＝＃＝遷＝湊：    質入速さ  M／血ir〉  1．0  荷重板質量  kg  5   

日空気中  1629  質入ピストンの断面積  cm2  養  生  条  件  19．63  

4日水漫  盈  kN  20  較正係数畑／目盛  0．0∈ほ79   

供 試 体 No，  供 解 体 No．  2  供 託 体 Ⅳ0．  

算  入  豊 山m     ：萄≒ま丑さ：，荷重    貫  入  最 血m     萄≡放さ：．荷重    質  入  皇 mm     頑強さ：，荷重   

読   み  荷重計  荷重計  荷重計  
平 均  平 均  

2  

平 均   
ユ  の読み  2  の読み  2  の読み  

0  0．00  0．00  0．0   0．000  0  0，00  0．00  0．0   0．000  0  

0．5  0．46  0．48  2．0   0．168  0．5  0．46  0．48  2．0   0．168  0．5  

1．0  0．88  0．94  4．0   0．335  1．0  0．88  0．94   4．0   0．335  1，0  

1．5  1．36  1．43  7．0   0．587  1．5  1．30  1．40  7．0   0．587  1．5  

2．0  1．83  1．92   10．0   0．838  2，0  1．79  1．90   10．0   0．83【；  2．0  

2．5  2．28  2．39   13．0   1．089  2．5  2．22  2．36   14．0   1．173  2．5  

3．0  2．67  2．84   17．0   1．424  3．0  2．65  2．83   1（）．0   1．341  3．0  

4．0  3．58  3．79   25．0   2．095  4．0  3．57  3．79   25．0   2．095  4．0  

5．0  4．56  4．78   36．0  3．016    5．0  4．54  4．77   34．0   2．849  5．0  

7．5  6．98  7．24   63．0   5．279  7．5  6．90  7．20   60．0   5．027  7．5  

10．0  9．38  9．69   90．0   7．541  10．0  9．40  9．70   87．0   7．290  10．0  

12．5  11．88  12．19   117．0   9．803  12．5       112．0   9．384  12．5  

容馴0・  容器Ⅳ0・  409  44g  容器Ⅳ0．  質        433   貫           貫  
入 m．g   65．95   入   72．39  入  試  
′…  54．50  験  験  後  後  

の   m・g  14．83  の  14．90  の  含  含  
水  19．6  水  

20．1  比   19．8  比  

特記事項  

【1腑I／m；≒10．2kgf／c山2］  

［1kN≒102kgf］   
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調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日 平成21年8月11日   

試料番号（深さ）  試験 者 長谷川 和也  

試 験 方 法      ランマー質量  kg  4．5  

設計CBR  落 下 高 さ  cm  45   空気乾燥前含水比 ％  

試料の準備方法    ♯韓操法，空気乾燥法  乗 回 め 回数  回／層  67   自然含水比uん ％  

試 験 条 件    水浸，斐頼  突固 め層数  層  3   最適含水比w叫 ％  

日空気中   養 生 条 件  内 径  c」刀   15   最大乾燥密度p山．g／cnコ  モールド  
4 日水浸  高 さ1）cm   12．5  

供  試  体  No．  2  

含 水 比 uハ ％  19．3  
吸  前            20．1  
水  乾腺密度 伽 g／cⅡlさ  1．576  1．553  
膨  
張  膨 張 比 ∫亡  ％  0．008  －0．016  

試  後                    平均含水比 ひ′ ％  22．4  23．4  
験  

乾燥密度ノ読 f／cmコ  1．576  1．553  

試験後の含水比 u力 ％  貫  20．1  19．8  

入  14．6  16．9  

試  21．4  21．9  験  
C 8 R  ％  

平均CBR％  

荷重一貫入量曲線  15．8  

特記事項  
1）スペーサーディスクの   
高さを差引く。  

［1岨／mヱ≒10．2kgf／00円  

［1kN≒102kgf］  

5．0  7．5  

貫  入  量  （mm）  

10．0  12．5  



調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日 平成21年8月7日   

試料番号（深さ）17回  試 験 者 長谷川 和也  

ランマー質量  kg  

突 固 め 方 法  設計C】∃R   落 下 高 さ  cm  45   自然含水比 肌 ％  

試l準備方法   二＃章操監空気乾燥法   突 固 め 回 数  回／層  17   最適含水比 u人卯 ％  

▲  突 固 め 届 敷  居  3   最大乾燥感度 p－．g／cI□】  

備 試ポ摘製後含水勉〃。％  内 径 cm   15   荷重板質量  kg  5  モールド  
高 さ1’。m   12．5  

供  試  体  No．  
2   

容   器   No．  437   428   410   431  

含  m－  g  66．06   56．86   62．87   63．64  

mb  g  57．68   49．89   54．95   55．67  水  
m【  g  15．03   14．82   14．73   14．86  

比  ∽ェ  ％  19．6   19．9   19．7   19．5  

平  均  値 ひ．  ％  19．8  19．6  

僻粁十モールド）質量m，2）g  8014  8362  

密  4306  4638  

湿 潤 密 度 pt g／cmさ  度  1．686  

乾 燥 密 度 A．g／cm〇  1．402  1．410  

水浸時間 h   時  刻  変位計の読み  膨張量 mm  変位計の読み  膨張丑 mm  変位計の読み   膨張量 m  

0  
0   0．000   0   0．000  

吸  
0   0．000   0   0．000  

2  
0   0．000   0   0．000  

水  4  
0   0．000   0   0．000  

8  
0   0．000   0   0 000  

膨  24  0．010   0．010  

48  
3   0．030   0 010  

張  72  
5   0．050   2   0．020  

96  
7   0．070   2   0．020  

試  8308  8634  

膨  張  比 r． ％  0．056  0．016  

験  1．811  1．809  

乾 燥 密 度 pJg／cInユ  1．401  1．410  

平 均 含 水 比 u′ ％  29．3  28．3  

特記事項  1）スペーサーディスクの高さを差引く。   

2）モールドの質量は有孔底板を含む。  

供試体の膨張量（m）  
供試体の最初の高さ（125mm）  

汀h－汀い  

r（1十∫．／100）  

Pd  

∽′＝篤－1）×100   
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調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日 平成21年8月11日   

試料番号（深さ）17回  試 験 者 長谷川 和也  

1．5  1．40  1．45  7．0   0．587  1．5  1．50  1．50  4．0   0．335  1．5  5．2   0．436   

2．0  1．85  1．93  9．0   0．754  2．0  1．96  1．98  5．0   0．419  2．0  7．1   0．595   

2．5  2，35  2．43   11．0   0．922  2．5  2．44  2．47  6．0   0．503  2．5  8．7   0．729   

3．0  2，83  2．92   13．0   1．089  3．0  2．92  2．96  7．0   0．587  3．0  10．7   0．897   

4．0  3．72  3．86   17．0   1．424  4．0  3．80  3．90   10．0   0．838  4．0  14．0   1．173   

5．0  4．63  4．82   21．0   1．760  5．0  4．73  4．87   13．0   1．089  5．0  17．2   1．441   

7＿5  7．15  7．33   29．0   2．430  7．5  7．17  7．34   20．0   1．676  7．5  24．6  

10．0  9．62  9，81   37．0   3．100  10．0  9．70  9．85   28．0   2．346  10．0  32．4   2．715   

12．5  12．06  12，28   45．0   3．771  12．5  12．18     34．0   2．849  12．5  38．8   3．251   

容器No．  414  容器No．  403  404  容器No．  貫   
入   入   76．72  入  誅  
験  験  後  験  後  後  
の  15．04  の  15．02  含  の  含  含  
永  23．1  水  23．6  水  

比  25．0  比  25．1  比  

特言己事項  

［1晰／mコ≒10．2kgf／¢m2］  

［1kN≒1021くgf］   



C B R 試  験 （室内試験寿  

調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日 平成21年8月11日   

試料番号（深さ）17回  試 験 者 長谷川 和也  

突 固 め 方 法  設計CBR  落 下．高 さ  cⅡl  45   空気乾燥前含水比 ％  

試料の準備方法    ♯章魚法，空気乾燥法  突 固 め 回数  回／届  17   自然含水比肌 ％  

試 験 条 件    水没，発端＝  突 固 め 層 数  届  3   最適含水比び叫 ％  

日空気中   内 径  cm   
養 生 条 件  15   最大乾操密度p－．g／cIDl  モールド  

4 日水浸  高 さ1）cm   12．5  

供  試  体  No．  2 ．  

含 水 比 膵． ％  19．8  19．6  
吸  前  
水  乾燥密度 pd g／cロコ  1．402  1，410  

膨  
弓長  膨 張 比 ∫． ％  0．056  0．016  

試  後                   平均含水比 Ⅲ′ ％  29．3  28．3  

験  
乾操密度 p乞 g／cm8  1．401  1．410  

試験彼の含水比 u力 ％  25．0  25．1  

T入量2．5mmにおけるCBR％  7．1  5．4  

貫入量5．Om皿におけるCBR％  9．1  6．8  

平均CBR％   

正一算入丑曲線 6．3  

特記事項  
1〉スペーサーディスクの   
高さを差引く。  

［1Ⅶ†／mZ≒10．2kgf／clnZ］  

［1kN≒102kgf］  

10．0  12．5  5．0  7．5  

貫  入  土  （m）  
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調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日 平成21年8月 7日   

試料番号（深さ）42回  試 験 者 長谷川 和也  

ー試 験 方 法  

突 固 め 方 法  設計C王iR   落 下 高 さ  c辺  45   自然含水比1肌 ％  

試l準備方法   繊空気乾燥法   突 固 め 回 教  国／層  42   最適含水比 山人小 ％  

空珊鮒畑％  突囲 め 屠 数  層  3   最大乾燥感度 βhg／cm】  

備 試料湖織含水地肌％  内 径 cⅢ   15   荷重板質量  kg  5  モールド  
高 さIIcm   12．5  モールド容量 r  cml  

供  試  体  No．  
2  

容   器   No．  430   408   425   44【‡  

含  机■  g  62．57   65．33   63．11   73．03  

mb  g  54，73   57．05   55．18   63．53  水  
m【  g  15．04   14．75   14．92   14．80  

比  uハ  ％  19．8   19．6   19．7   19．5  

平  均  個：肌   ％  19．7  19．6  

（試料十モールド）質量mご g  8218  8646  

密  4248  4636  

湿 潤 密 度 p，g／cml  1．797  1．815  度  
乾 煉 密 度 p。g／c】Ⅶ1  1．501  1．518  

水没時間 h   時  刻  変位計の読み  膨張■ m  変位計の読み  膨張量 Ⅷ皿  変位計の読み   膨張量 mm  

0  
0   0．000   0   0．000  

吸  1  0   0．000   0   0．000  

2  
0   0．000   0   0．000  

水  4  0   0．000   0   0．000  

8  
0   （LOOO   0   0．000  

膨  24  3   0．030   3   0．030  

48  
3   0．030   3   0．030  

張  72  3   0．030  4   0．040  

96  
4   0．040   4   0．040  

試  8380  8814  

膨  張  比 ∫． ％  0．032  0．032  

験  1．870  1．891  

乾 燥 密 度 βJg／cl山｝  1．501  1．518  

特記事項  1）スペーサーディスクの高きを差引く。  

2）モールドの質量は有孔底板を含む。  

∫・エ…  

r（1十∫．／100）  

pd  

∽′＝－1）×100   



ll  t lll   ■ l  

調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか） 試験年月日 平成21年8月 7日  

試料番号（深さ）42回  試 験 者 長谷川 和也  

試  験  条  件     水浸，＝＃ヨヒ毒＝    一入速さ  皿／min  l．0  荷重板質量  kg  5   

日空気中    荷重計ND．  1629  貫入ピストンの摘  eml  
養  生  条  件  1g．63  

4  日水没    容  t  kN  20  校正係数川／日盛  0．08379   

供 試 体 N0．  供試 体Ⅳ0．  2  供育毛 体No．  

貫  入  量 m     ：詩垂強：さ＝，荷重    貫  入  量：M     車種＝強＝さ，荷重    算  入  土 皿     萄ヨ鼓さ，荷重   

読  み  荷重計  補＝玉計  荷重計  
平 均  平 均  平 均  

2  の読み  1   2  の読み  2   の読み   kN  

0  0．00  0．00  0．0   0．000  0  0．00  0．00  0．0   0．000  0  

0．5  0．45  0．48  2．0   0．168  0．5  0．42  0．46  2．0   0．168  0．5  

1．0  0．96  0．98  3．0   0．251  1．0  0．91  0．96  4．0   0，335  1．0  

1．5  1．42  1．46  5．0   0．419  1．5  1．37  1．44  6．0   0．503  1．5  

2．0  1．90  1．95  7．0   0．587  2．0  1．85  1．g3  9．0   0，754  2．0  

2．5  2．35  2．43   10．0   0．838  2．5  2．32  2．41   12．0   1．005  2．5  

3．0  2．76  2．88   12，0   1．005  3，0  2．74  2．87   16．0   1．341  3．0  

4．0  3．65  3．83   18．0   1．508  4．0  3．68  3．84   24．0   2．011  4．0  

5．0  4．62  4．81   26．0   2．179  5．0  4．65  4．83   34．0   2．849  5．0  

7．5  7．05  7．28   50．0   4．190  7．5  7．03  7．27   62．0   5．195  7．5  

10．0  9．50  9．75   77．0   6．452  10．0  9．47  9．74   93．0   7．792  10．0  

12．5  12．00  12．25   102．0   8．547  12．5  11．84  12．17   123，0   10．306  12．5  

容器鮎．  422  容器No．  439  441  容器批．  貫  
入   67．62  入   入   試  
験  験  後  験  後  
の  14．80  の  14．86  含  の  含  
水  18．9  水  18．8  水  

比  20．0  比  19．9  比  

特記事項  

［1旭〝ぜ≒10．2kgf／cl孤⊇］  

［1kN≒102kgf］   



調査件名  砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか） 試験年月日 平成21年8月 7日   

試料番号（深さ）42回  試 験 署 長谷川 和也  

突 固 め 方 法  設計C王沢  落 下 高 さ  cm  45   空気乾燥前含水比 ％  

試料の準備方法    弊畿操法空気和睦  突 固 め 回数  回／層  42   計然含水比臥 ％  

試 験 条 件    水浸，丼連番  乗 回 め 席 数  属  3   最適含水比肌．t ％  

日空気中   養 生 条 件  内 径  cm   15   最大乾燥密度p】ェg／¢m∋  モールド  
4 日水浸  高 さ1〉 cⅢ   12．5  

供  試  体  No．  2  

含 水 比 ひ】 ％  19．7  19．6  
吸  前  
水  乾燥密度 p。g／e皿】  1．501  1．518  
膨  
張  膨 張 比 ∫． ％  0．032  0．032  

試  後                   平均含水比 w′ ％  24．6  24．6  
験  

乾燥密度 p乞 g／cmコ  1．501  1．518  

試験後の含水比 肋 ■％  20．0  19．9  貫  
入  11．6  13．7  

試  17．2  20．3  験  

平均CBR％  

12．7  

特記事項  
1）スべ－サーディスクの   
高さを差引く。  

［ⅧN／m2≒10．2kgf／c口】2j  

［1kN≒102kgf］  

5．0  7．5  

貫  入  量  （m）  
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調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日 平成21年8月 7日   

試料番号（深さ）92回  試 験 者 長谷川 和也  

突 固 め 方 法  設計C8R   落 下 高 さ  cm  45   自然含水比 肌 ％  

試 準備方法   槻空気乾鮮   突固 め 回 数  回／層  92   最適含水比 w叫 ％  

空気蜘帥％  突 固 め 届 数  層  3   最大乾燥密度 p＿．g／c】コ8  

備l試銅樹齢水地肌％  内 径 cm   15   荷重板質量  kg  5  モー・ルド  
高 さ1】cm   12．5  モールド容量 r  cガ  2209   

供  試  体  Ⅳ0．  2  

容   器   No．  444   402   407   435  

含  m■  g  66．03   61．90   67．74   70．24  

mb  g  57．62   54．27   59．00   61．07  水  
m‘  g  14．97   14．83   14．88   14．14  

比  ∽1  ％  19．7   19．3   19．8   19．5  

平  均  値 wl  ％  19．5  19．7  

僻料＋モールド）質量m2幻 g  8970  9073  

密  4614  4688  

湿 潤 感 度 pt g／cm）  1，972  1．985  虔  
乾 燥 密  度 p。g／c血∋  1．650  1．658  

水没時間 h   時  刻  変位計の読み  膨弓長量 mh  変位計の読み  膨弓長土 m  変位計の読み   膨張土 m  

0  
0  0．000   0   0．000  

吸  0   0．000   0   0．000  

2  0   0．000   0   0．000  

水  4  0   0．000   0   0．000  

8  
0   0．000   0   0．000  

膨  24  2   0．020   0．010  

48  
2   0．020   0．010  

張  72  2   0．020   0，010  

96  2   0．020   2   0．020  

試  8912  9000  

膨  張  比 ∫． ％  0．016  0．016  

験  1．945  1．952  

乾 燥 密 度 βJg／cmコ  1．650  1．658  

特記事：頃  1）スペーサーディスクの高さを差引く。  

2）モールドの質暮は有孔底板を含む。  

…  
∫・L  

r（1＋∫．／100）  

Pd  

ひ′＝篤－1）×100   



調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日 平成21年8月7日   

試料番号（深さ）92回  試 験 者 長谷川 和也  

試  験  条  件     水浸，＝＃＝械    貫入速さ  mm／山in  1．0  荷重板質量  kg  5   

日空気中    荷重計No．  1629  貫入ピストンの麟醐  cmモ  養  生  条  件  19．63  

4  日水浸    容  量  kN  20  改正係数川畑盛  0．08379   

供 試 体No．  供 育ち 体Ⅳ0．  2  供 討：倖：No．  

貫  入  量： 町     哉臣強＝き，荷重    買  入  量 皿     ＝詩重義＝さ＝，荷重    貫  入  量 mm     ＝蓉垂劫＝き，荷重   

読  み  荷重計  荷重計  荷重計  
平 均  平 均  

1   2  

平 均  
の読み  2  の読み  2   の読み   kN  

0  0．00  0．00  0．0   0．000  0  0．00  0．00  0．0   0．000  0  

0．5  0．58  0．54   4．0   0．335  0．5  0．42  0．46  4，0   0，335  0．5  

1．0  1．03  1．02  8．0   0．670  1．0  0．85  0．93  9．0   p・754  1．0  

1．5  1．43  1．47   12．5   1．047  1．5  1．30  1．40   14．0   1．173  1．5  

2．0  1．85  1．93   17．0   1．424  2．0  1．74  1．87   20．0   1．676  2．0  

2．5  2．24  2．37   22．5   1．885  2．5  2，16  2．33   27．0   2．262  2．5  

3．0  2．73  2．87   28，0   ，2．346  3．0  2．57  2．79   33．0   2．765  3．0  

4．0  3．68  3．84   40．b   3．352  4．0  3．50  3．75   46．8   3．854  4．0  

5．0  4．57  4．79   51．0   4．273  5．0  4．46  4．73   59．0   4．944  5．0  

7．5  7．08  7．29   74．0   6．200  7．5  6．86  7．18   84，0   7．038  7．5  

10．0  9．45  9．73   93．0   7．792  10．0  9．30  9．65   106．0   8．882  10、0  

12．5  11．97     110．0   9．217  12．5  11．78  12．14   125．0   10．474  12．5  

容器No．  450  容帯No．  412  424  容暑帥0．  井  
入   入   入   試  
験  験  後  験  後  後  
の  14．85  の  14．79  含  の  含  
水  18．0  水  17．4  水  

比  18．6  比  18．2  比  

特記事項  

【1Ⅶ寸／n2≒10．2kgf／cmつ  

【1kN≒102kgf】   



■ ■  
・ll、  ■■  】 王  

調査件名  砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか） 試験年月日 平成21年8月 7日  

試料番号（深さ）92回  試 験 者 長谷川 和也  

突 固 め 方 法  設計C王沢  落 下 高 さ  cm  45   空気乾燥前含水比 ％  

試料の準備方法    舞竜操法，空気乾燥法  突 固 め 回数  回／属  92   自然含水比肌 ％  

試 験 条 件    水没，葬＝水＝善＝  安 国 め 層 数  屠  3   最適含水比仙．、％  

日空気中   養 生 条 件  内 径  c】コ   15   最大乾煽感度β血 モールド  
4 日水没  高 さ1）cm   12．5  

供  試  体  No．  2  

含 水 比 ひ． ％  19．5  19．7  
吸  前  
水  乾燥密度 p。g／cm】  1．650  1．658  
膨  
張  膨 張 比 ∫． ％  0．016■  0．016  

試  後                   平均含水比・W′ ％  17．9  17．7  
験  

乾換密度 p： g／cm】  1．650  1．658  

試験彼の含水比 u力 ％  18．6  1臥2  貫  
入  19．2  23．2  

試  24．9  29．0  

．‡■・  ％  

平均CI】R％   

21．2  

特記事項  
1）スペーサーディスクの   
高さを差引く。  

［1旧I／山王≒10．2kgf／cm2］  

［1kN≒102kgf】  

5．0  7．5  

算  入  曇  （mm）  



調査件名 砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日 平成21年8月13日   

試料番号（深さ）  試 験 者 長谷川 和也  

突 固 め 回 数  回／層  92  （ 3 層）  42  （ 3 層）  17一   （ 3 層）   

供 試  体  No．  2  2  2  

乾 燥 密 度 p。g／cm3   1．650  1．658  1．501  1．518  1．402  1．410  

平  均  値 β。g／cIココ  1．654  1．510  1．406   

貫入量2．5mにおけるCB足  ％  19．2  23．2  11．6   13．7  7．1   5．4  

平  均  値 ％  21．2  12．7  6．3   

貫入畳5，OmにおけるCBR  ％   24．9  29．0  17．2  20．3  9．1   6．8  

平  均  値 ％  27．0  18．8  8．0   

ランマー質量kg  最大乾燥密度p由1g／cm3  1．654  締固 め 度 ％  90  95  

16．3  

0  10  20  

含 水 比 w（％）  

特記事項   



調査件名  砂利採取事業（山武郡芝山町小池字天神山1184番地ほか）試験年月日  平成21年7月23日  

試料番号（深さ）  試 験 者  福田圭一  

土質名称  細粒分まじり砂  モ   No．  
l  

荷   No．  

土粒子の密度p5釘m3  2．625  容  土 Vm3  1000  ル  圭  10000   

コ「ン（働止血3  3．24  ド  1630  計   

乗回 め回数  回／属  10  25  55  90   

容 器 m  849   855  含  
桝〃  g  244．7   247．3  

加島  g  226．1   227．8  水  
桝ピ  g  129．8   126．1  

比  甜  ％  19．3   ■19．2  

平 均 値 棚  ％  19．2  

倒料十モ叫小㌧底板）質量桝2 g  3437  供  
湿潤密度功g／Cガ  1，807  

試  1．515  

飽  和  度ち ％  69．0  体  
空気間隙率 q ％  13．1  

＝Ⅰ  

貫 入 丑   荷重計の読み  買入抵抗力   荷重計の読み  質入抵抗力  荷重計の読み   井入抵抗力  荷重計の読み   貫入抵抗力  

l  

算入抵抗力  5   m  138．0  1352．4  

N  7．5  m  270．8  2653．8  
ン  

10   m  327．6  3210．5  
持  

数  
平均貫入抵抗力 Q。 N  2406  

コーン指数す。捕／m2  7425  

特記事項   

1）突固め回数が1種類の場合は  
記入の必要Ⅰまない  

コーン指数一突固め回数曲線1）  

（
篭
＼
≡
）
 
 

旨
＋
慮
〓
豊
＼
バ
ー
ー
 
 

m2－∽1  
pJ＝  

βd＝   

5，＝   

1＋w／100  

tl†  

p紺／pd－pW／侮  

u．＝｛1－一昔（意十一志）｝×100  

ヴ⊂＝一×10  

［1kN≒102kgf】  

［1kN／m2≒0．0102kgf／cmZ：   

55   

突固め回数   （固／層）  



写真区分：施工状況写真  
工程：柵渠吸い出し復旧工  
写真タイトル：使用材料（吸  
出し防止シート）  

写真区分二施工状況写真  
工種：波板設置工  
写真タイトル：使用材料（波  
板）  

川、 

‥・ 
／拉1こ三ナ／杜∴」  

頑ぎき一ノ＼  

；－－、－・ご‘′  
▲′1：  

慮工書佐久Ⅶ土木（掠）1   

写真区分：施工状況写真  
工種：波板設置工  
写真タイトル：使用材料（桂  
畔板）  



写真区分：施工状況写真  
工種：柵渠吸い出し復旧工  
写真タイトル：使用材料（吸  
出し防止シート）  

写真区分：施工状況写真  
工程：波板設置工  
写真タイトル：使用材料（波  
板）  

写真区分：施工状況写真  
工程：波板設置工  

写真タイトル：使用材料（桂  
畔板）   
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